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健康の維持・増進
～自分の心と体の声に耳を傾けよう～

介護予防
～生きがいを持って、いきいき健康づくり～

【健康に影響する課題】
低栄養・オーラルフレイル・脳血管性認知症
閉じこもり・喪失体験等

【健康に影響する課題】
高血圧・特定健診、がん検診の受診率の低さ
心の健康・欠食、食事の偏り・歯周病予防等

【健康に影響する課題】
食習慣の確立・体力運動能力の発達・口腔機能の
発達・妊婦の健康・養育者の心の健康等

健康課題を踏まえ、第３次健康たきかわ 21 アクションプランは以下の体系図のとおり、生活習慣病発症・重症化予

防を各世代共通の重点的対策とし、併せて健康の保持増進のために「栄養・食生活」「歯・口腔の健康」「心の健康」「運

動・身体活動」の４つの対策を柱に推進します。対策は各世代（「子育ち・親育ち期（妊婦と 0歳～19 歳）」「成年・

壮年期（20歳～64歳」「高齢期（65 歳以上）」の特性に合わせたアプローチで実施し、健康寿命の延伸を目指します。

健康づくりは市民が主役
一人ひとりが自分らしく
元気に過ごせるまちづく
り

一人ひとりの健康意識の向上
によるリスク低減
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支え合う地域社会づくり

関係機関連携

主体的な健康づくりと、様々な健康度の
市民が、その人らしく過ごせるための環境整備
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健康の基礎づくり
～生きる力を身につける～
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生活習慣病発症予防・重症化予防
異世代交流・支え合う
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・孤立しない、させない
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一人ひとりが日頃から自分にあった健康維持の取組を行うことで、

生活習慣病発症予防、重症化予防をし、がんの予防、早期発見に努める

ことで、このまちで生涯元気に暮らすことができる。

第３次健康たきかわ 21アクションプランの体系図

食事・運動・喫煙等の生活習慣改善、がん対策の推進
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